
 

 

 

 

●ひよこ組 今月の目標 秋の自然に、保育士や友だちと触れる事を楽しむ。 

 ９月に入り少しずつ過ごしやすくなってきました。ひよこ組は、新しいお友だちが加わり１８名

となり、３つのグループでの活動がスタートしました。個々の姿に合わせて分かれており、少人数

という事でゆったりと過ごす事ができお友だちの姿を見て、刺激をうけている子ども達もいます。

自分のしたい事、好きな物（事）、嫌いな物（事）の主張も出始め、思うようにいかないと泣いて怒

ったりしてしまう事もありますが、丁寧に話をしていく事で気持ちを切り替える事が出来たり、笑

顔になれることもあります。成長の中で大切な時期なので色々な経験をしていくとともに十分に思いを受け止めつつ、じっくりと

関わっていきたいと思います。戸外での活動も（外気に触れる事も）しやすい時期になってきたので体調に気をつけながら過ごし

ていきたいと思います。（伊達）  

●りす組（もも） 今月の目標 自然を感じながら、友達と一緒に身体を動かすことを楽しむ。 

 9月になり涼しい日にはお散歩に行ったり、西の広場でのびのびと過ごしました。お散歩ではしっ

かりと自分の足で歩き、友達と手を繋いで一緒に歩いたり、かけっこをしたり、たくさん身体を動か

しています。お散歩中にはバランスを崩してこけてしまうこともありますが、お友達が「大丈夫？」

と声をかけたり、心配そうにかけ寄る姿がみられます。お友達の姿をよく見ていて自然とみんながか

け寄る、そんな素敵な友達関係を感じることができ嬉しく思いました。また生活の中では、朝の身辺整理を自分でしたり、タオル

を畳んだり、おしぼりをかばんにしまったりと、自分でできる事や難しくてもやってみようとする事が増えてきました。できたと

いう結果だけでなく、その過程のやってみようと頑張って挑戦したことや、自分で考えながら試行錯誤する姿もしっかりと受け止

めて、その瞬間の気持ちを一緒に共感していきたいと思います。だんだんと涼しくなり、気持ちの良い風も感じられるようになっ

てきました。秋の自然をたっぷりと感じながらたくさん身体を動かすことを楽しみたいと思います。（鈴木）    

●りす組（いちご） 今月の目標 秋の自然を感じながら戸外での活動を楽しむ。 

 秋風が心地よい季節となり、お散歩に出かけるようになりました。お散歩に出かける時は自分の靴

をもってきたり、一生懸命に脱ぎ履きする姿、お友だちの様子を見て真似をしようとする姿が見られ

るようになりました。体力もついてきて自分で歩こうとしたり、友だちと手を繋いで歩く微笑ましい

姿も良く見られます。足腰もしっかりしてきたため、お散歩コースも長くなり初めて通る場所や初め

て見るものに目を輝かせています。カラスウリやくっつき虫など秋の自然を見つけ観察したり、子ど

も同士で教え合ったりしています。これから秋の自然を存分に楽しみながら戸外での活動を取り入れていきたいと思っています。

また衣類の着脱など、友だちが出来たことをみんなで喜び合い刺激し合って過ごしています。言葉も増え友だちとの関りが多くな

り友達同士のトラブルもありますが、子どもの様子を見て気持ちに寄り添い、一人ひとりの思いを大切に丁寧に関わっていきたい

と思っています。（黒田） 

●赤うさぎ組 今月の目標 秋の自然に触れながら戸外で体を動かしたり、保育士や友達と一緒にごっこ遊びを楽しむ。 

９月は夏野菜のスタンプをして野菜に興味を持ったり、野菜クイズをして楽しみました。給食では「に

んじんあったよ」「おくらあったよ」と見つけて食べたり、「みとって！ぴーまんたべられるよ」「お

いしいな」と、苦手だった野菜も頑張って食べようとする姿が見られ嬉しく思いました。お散歩では

「とんぼおったよ」「こおろぎおった！つかまえる」と、張り切って捕まえたり「どんぐりあった」

と、秋を見つけました。また、“おおかみと七匹のこやぎ”の絵本を読むと「もういっかいよんで」

と何度も見ています。お外ではおおかみ先生に「おいしいこやぎたちまてまて～」と追いかけられたり、「とんとんとん」「なんの

おと？」「おかあさんですよ」と、子ども同士でやり取りを楽しんだり、広告を手や足に巻いてテープで貼ってオオカミの足や手に

見立てたりと子ども達の発想には驚きます。子ども達の言葉や発想を大事にしながらごっこ遊びを楽しみたいと思います。（古川） 

クラスの様子 【10 月号】 



 

 

 

 

 

●白うさぎ組 今月の目標 秋の自然に触れ戸外で沢山遊ぶ。 

 朝夕涼しくなり過ごしやすい季節になってきました。水遊びも一段落し散歩に行き色々な自然に触

れる事が多くなりました。先日はタモを持って虫探しに行ってきましたが春のお散歩の時は虫に全く

触れなかった子もトンボの羽をつかめる事ができたりバッタを捕ったりする姿が見られ「とったー！」

と見せてくれる自信満々の笑顔に 4月から半年しかたっていないけれど大きくなったなと感じました。

4 月からお部屋でしている虫の観察を今後も続けていって生き物にもっと親しみを持ってもらえると

いいなと思います。さて今、白うさぎ組ではコップを自分で持って行ったりおやつの袋を自分で開けるように取り組んでいます。 

すんなり開けられる子もいればどうやって開けるのか分からない・・・という子もいてみんな様々です。生活の中で色々チャレン

ジする事で出来た時は自信にも繋がりますし、もし失敗してもどうしたらよいのかを自分で考える機会にもなりますので沢山の経

験をさせてあげたいと思っています。（窪田） 

●とちのき組 今月の目標 友だちや保育士と自然を感じながら、身体を動かして遊ぶ。 

プール遊びも終わり、9 月は製作やコーナー遊び、戸外遊びと秋の自然を感じながら過ごすことがで

きました。とちのきの部屋では今、ボーリングが流行っています。積み木を使ってボーリングしてい

た子たちがいたのですが、窓や友だちに当たることがあり危ないと思い、身の周りにあるもので作っ

てみることを提案しました。始めはあまり乗り気でなかった子もいましたが、少しヒントを与えると

楽しそうに作り始めていました。できあがってからは毎日のように友だちと楽しむようになりました。

子どもたちを見ていると、お店で買えばすぐ手に入るものでも自分たちの手で作ることで、ルールを考えながら遊んだり大切に使

えているように感じます。今、部屋には人形遊び（おうち、公園）、トランプ、ボーリングと手作りのおもちゃがいくつかあります。

これからも子どもたちの声を取り入れながら、おもちゃを作ったり、楽しめることを考えていきたいと思います。（黒宮） 

●くぬぎ組 今月の目標 進んで戸外に出て、身体を動かして遊ぶ。 

 プール遊びが終わり、少しずつ過ごしやすい気候となってきました。まだ日中暑い日もありますが、

子どもたちは戸外で元気いっぱい身体を動かして遊んでいます。バッタやコオロギを探したり、園庭

を思いっきり走り回ったりと楽しむ姿が見られます。また、９月に入ってからはミニ運動会の練習、

プログラム作りも始まりました。今回のプログラムの製作は異年齢のグループごとに行い、年少児は

年中・年長児の姿を見ながら製作を進め、難しいところは年中・年長児が先生役となって教えてもら

ったり…と個人の作品ですが同じグループのお友達と協力しながら完成させていました。また練習では、各年齢で競技の練習をし

たり、競技を頑張っているお友達を応援したり…と一人ひとりが一生懸命に取り組んでいます。本番当日に向けて“楽しい”や“頑

張ろう”など子どもたちの気持ちを大切に一緒に取り組んでいきたいと思います。 (倉田) 

●さくら組 今月の目標 自然の移り変わりに関心を持ち、見たり触れたりして遊ぶ。 

 先日は保育参加にお越し頂きありがとうございました。いつもとは違った特別な時間・・・どの子

もとっても嬉しそうでした。 

さて、朝晩は涼しくなり、日中も随分と過ごしやすくなってきました。暑い夏を経て、子どもたちは

着替えが上手に出来るようになり、暑い時には自ら水分補給をしたり、日陰に入って過ごす事を覚え

るなど、一回り大きく成長した姿が感じられます。また、5 歳児はお泊まり保育を通じて持ち物を管

理する意識や、年長児としての誇りなども高まったのではないかと思います。今月も秋ならではの行事や活動を通して、色んな事

に関心が持てる様に過ごしていきたいと思います。（キム） 
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